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③ 主Ⅱ目 長山奇県交通安全推進県民協議会
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交通安全国画最優秀作品(令不日4年度知事賞)
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運動の
目 的

本運動は、県民一人一人に交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルール

の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけることにより、県民全体な交通

事故防止に取り組むことを目的とします。

重点 1

広く県民に対 して、飲酒運転やあおり運転等の悪質性・危険性を呼びかけて、悪質・危険な運

転を「しない・させない 。許さない !!」 との意識の確立を図り、この種の運転を防止するため、

次の事項を推進します。

○ 飲酒運転は犯罪であり、刑事罰・行政罰を受けるだけでなく、交

通事故を起こしたときには、民事上も厳しい賣任を負うこととなる

ことを自覚して、「飲酒運転は絶対にしない」という強い意志を持ち

ましょう。

○ お酒を飲むラ定があるときは、あらかじめ自動車を運蛎して行く

ことのないよう徹底しましょう。

○ お酒を倉わ人んで一定時間が経過しても、体にアルコールが残つてい

れば酒気需び状態となるので、お酒を飲むときは、運転予定を考慮

し、飲酒時間や飲酒量に注意しましょう。

○ 車両を運転するときは、,い に余裕を持って運転に集中し、イライ

ラして他人を威lオlTするようなタノち害運転 (「あおり運転」)や、安易

にスマートフォンを操作するなどの危険な「ながら運転」は絶対に

やめましょう。                         9

○ 日頃から、飲酒運転や妨害運転 (「あおり運斬」)などの悪質・危険性などを話題にして、飲

酒運転等を絶対に許さない環境づくりに努めましょう。

○ 飲酒運転をしないための検討会の開l樫、運転開始前・終了後のアルコールチェッカーによる確

認など、飲酒運転をさせない環境を整備し、飲酒運転の根絶に取り組みましょう。

○ 交通事故や交通上のトラブルをI方止するため、ドライブレコーダーの設置を検討しましょう。

○ 各種メディアを活用して、「ハンドルキーノヽ一運動の推進」、

運転者への「酒類提供・車両提供の禁止」や「飲酒運転車両ヘ

の同乗禁止」を8平び掛けましよう。
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飲酒運転等の悪質危険な
運転の根絶

運転奮
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家庭、学校馬地域、職場

関係機関 。団体
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アルコールの影響は個人差があるとはいえ、集中力や注意力がにぶる 。身体の平衡慰覚が狂

う 。動体視力が落ちて視野が狭くなる 。判断能力がにぶるなど、事故の原因となる多くの身体ヘ

の影響があります。飲酒運転の死亡事故率は、飲酒な しの約7.1倍であり、死亡事故につながる

危険性がⅢ亜めて高くなつています。(令利4年・警察庁資料 )



横断歩道では歩行者が優先ですが、県内では、横断歩行者が横断歩道で待っていても停止しな
い車両が多く見られるなど、運転者の歩行者保護意識は決して高いとは言えません。

また、歩行者も、近くに横断歩道があるのに横断歩道ではない場所を横断したり、横断禁止場
所を横断するなど、歩行者が横断ルールを守らないことも交通事故の原因となつています。

運転者の歩行者保護意識と歩行者の横断ルールを守るという意識の向上を図るため、次の事項
を推進します。

重点2

謬淋鮭 勤

○ 道路を横断するときは近くの横断歩道を利用し、横断する
前には手を挙げて、運妬者に「手のひら」を示 して横断の憲
思表示をしましょう。

○ 道路を横断するときは、左右の安全確認をしてから横断を
開始 しましょう。また、横断途中も左右の安全確認をし、特
に左から走ってくる車両の確認をしつかりしましょう。

① 歩行者の横断が禁止されている場所など歩行者に関する
ルールをしっかり守りましょう。また、歩きながらの携市電
話使用 (歩きスマホ)などの危険な歩行はやめましょう。

○ 横断が禁止されている場所以夕*でも、交通量が多い道路、
カーブで先の見通 しが悪い場所、夜間の階い場所などでは、
横断しないようにしましょう。

○ 夕暮れ時・夜間に夕*出するときは、明るい服装に,齢 郷け、
反射材を着用しましょう。

○ 運転中は常に歩行者の存在を確認し、歩行者の近くを通行するときや、通学路・交差点等の歩行
者の存在がラ沢」できる場所では、あらかじめ安全な速度に河速するなど安全運転を,日推卜けましよう。

○ 横断歩道手前の路面に標示された「ひし型」マークは、先の万に横断歩道があることを矢□らせ
る評告標示です。この標示がある場所では、横断歩道の手前で停止できるような速度で進行した
上で、歩行者の有無を確認し、歩行者がいるときは賜ず歩行者に道を譲りましょう。

○ 夕蕃れ時は早めのライト点灯を行い、夜間はライトの上向き下向きのこまめな切り替えを徹底
し、歩行者を早期に発見しましょう。

○ こどもや高齢者が多く通行する地域では、交差点などでの歩行者の保護・誘導活動を徹属し、
安全な通行を確保しましょう。

○ こどもや高齢者の交通事故実態を踏まえて、参力[l,体験 。実践型の交通安全教室や、高齢者宅
訪間活動などによる交通安全指導を推進しましょう。

○ 横断禁止場所や交通量の多い危険な道路を横断しようとしている人を見かけたら、横断しない
ように声推卜けしましょう。

○ 歩きスマホの危険性についての浸透を図りましよう。

歩行者の道路横断時の
交通事故防止

歩行香

運転者

家庭、学校、地域、職場馬関係機関等

◆歩行者のルール中 ●横断が禁止されている場所等◆
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重点3

後部座席を含めた全ての座席において、シー トベル トの着用とチヤイル ドシー トの正 しい使

用を徹底 し、交通事故発生時における被害の防止・軽減を図るため、以下の事項を推進 します。

○ 発進前には、「シートベルトを全席潜用しているか」や「チヤイルド
シートを正しく使用しているか」を確認しましょう。

○ 助手席や後部座席に同乗する場合は、賜ずシートベルトを締めまし

よう。

○ シートベルトの着用とチャイルドシートの正しい使用を召慣付けるとともに、潜用・使用の効

果について家庭や職場で話し合いましよう。

○ 出勤・退社時に、シートベルト着用の確認を行うなど、各事業所において後部座席を含めた潜

用の徹底を図りましょう。

① 高速乗合バスや賞し切リバス等の事業者は、全ての座席におけるシートベルト着用の指導 ,広

報を行いましょう。

○ 各種キャンペーンや交通安全教南等を通じて、全ての座席のシートベルトの着用義務とチヤイ
ルドシートの使用義務、着用・使用の効栗について周妖llを 図りましょう。

※ 翁利4年長崎県の後部座席シートベ)レ ト着用率 (警察、」AFの含同調査)

O一般道 43.8%(全国23位)  O高速道路 69.0%(全国41位 )

シートベルトを備えている自動車を運転するときは、運転者自身がこれを着用するとととも

に、助手席や後部座席の同乗者もこれを潜用させなければなりません。(病気などやむを得ない

理由がある場合を除く。)道路交通法第71条の3

全ての座席のシートベルトの着用と
チャイルドシートの正しい使用の徹底

運転者 。同乗者

家庭・地域・職場

関係機関・団体

12月 13日 (水 )

12月 22日 (金 )

街頭指導活動・広報活動

強化の日

登下校指導、こども・高齢歩行者の道路横断時の保護誘

導などの街頭指導を強化します。

また、交通安全意識向上のための呼び控Hサを強化します。

12月 15日 (金 ) 飲酒運転根絶強化の日 飲酒運転の根絶に向けた啓発汚動を推進します。

県 内 続 ― 行 事

守ろう交通ルール 高めよう交通マナー

令和5年 長崎県交通安全年間ス回―ガン


